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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、世界12か国のマネジャーを対象とした定性・定量調査を実施し、グローバ
ルマネジャーが、クリティカルインシデントに直面した際、新しいグローバルリーダーシップ・コンピテンシーを学習
していくプロセスを分析することである。
研究成果としては、海外、国内の学会、学会誌において発表するとともに、応用研究としてシミュレーション・ツール
開発に成功した。具体的には、探索的因子分析とコンテント分析を組み合わせた決定木を特定し、特定のクリティカル
インシデントケースにおけるグローバルリーダーシップ・コンピテンシーの選択が、クリティカルインシデントの解決
度に与える程度を測定するシミュレーションモデルである。

研究成果の概要（英文）：This research investigates the process by which managers acquire global leadership
 competencies while facing critical incidents during the course of conducting international business. Qual
itative and quantitative research of global business managers in twelve countries was conducted.
Findings were presented at academic conferences in Japan and abroad, and were used to develop a simulation
 tool that allows users to evaluate their readiness to resolve critical incidents in international busines
s settings. Explorative factor analysis and context analysis were used to develop a decision tree that mea
sures how usage of specific global leadership competencies affects the resolution of specific cases of cri
tical incidents in different countries.
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１．研究開始当初の背景 
 
日本企業を含め、多国籍企業では、そのネ

ットワークの拡大に伴い、より迅速かつ的確

に環境変化へ対応する必要が高まっている。

そのため、グローバルビジネスの最前線で働

くグローバルマネジャーには、自立的に課題

を解決し、新たなビジネスモデルの枠組みを

構築していく能力と速度が要求される。 

 こうした組織とマネジャー個人の双方に

課せられた課題を同時に達成するためには、

柔軟かつタイミングよく経営課題に対処で

きるように適切な資源配分や意思決定の権

限を委譲するとともに、グローバルネットワ

ークを円滑に運営することができる能力を

もつマネジャーを育成することが急務とい

える。 

 このグローバルネットワークを動かすマ

ネジャーの役割を果たすのが、研究対象とし

て取り上げる「グローバルリーダー」である。

グローバルリーダーには、自身とメンバーの

文化、言語、コミュニケーションスタイルの

違いを超えて信頼関係を構築することが求

められる。そして、多様性の高いメンバーか

ら構成されるグローバルネットワークを動

かし、経営成果を上げることが期待される。 

 一方、異文化環境の多様性から、グローバ

ルビジネスには新規性が高く、グローバルリ

ーダーは、経験値を持ち合わせていない数多

くの経営課題と対峙して、解決に導かなくて

はならない。そのためには、この未知との遭

遇に際して、的確な状況判断にもとづく行動

を発揮することが求められる。 

 
２．研究の目的 
 
異文化において、その判断や対処行動が、

行動結果に重大な影響を与える出来事のこ

とを異文化教育では、「クリティカルインシ

デント（危機的事例）」と呼んでいる。異文

化環境では、自国文化では経験したことのな

い出来事に遭遇する確率が高く、グローバル

マネジャーにとって、その取扱い次第によっ

ては、重大な経営問題に発展することもある。 

 しかしながら、こうしたクリティカルイン

シデントの解決に向けて、マネジャーの既存

知識やコンピテンシーでは十分に対応でき

ない状況が起こり得ることは容易に想定さ

れる。そのため、グローバルマネジャーが成

功するためには、これまでにない新しい発想

やメットワークを駆使し、これまでとは違っ

たやり方で、クリティカルインシデントを解

決する自己学習能力をもつことが大切とな

る。 

 本研究の目的は、グローバルマネジャーが、

クリティカルインシデントに直面した際、メ

タ認知を活用しながら、ダブルループ学習を

通して、新しいグローバルリーダーシップ・

コンピテンシーを獲得していくプロセスを

分析することである。 

 この一連のプロセスをモデル化すること

により、次世代のグローバルリーダー育成の

仕組みづくりを設計することが成果物とな

る。 

 
３．研究の方法 
 

 平成 22年度における先行研究、平成 23年

度のインタヴューに基づいて、平成 24年度、

25年度のⅡ期に分けて、世界 12か国（日本、

中国、台湾、韓国、タイ、インドネシア、英

国、フランス、ドイツ、ノルウェー、ロシア、

トルコ）の海外ビジネスに携わるグローバル

マネジャーを対象としたWEB調査を実施し

た（回収数：907）。このデータにもとづき、

コンテント分析と探索的因子分析を併用し、

調査回答者の自由記入に基づく回答につい

て、定量データと定性データを相互補完する

Mixed Research Methodを用いて分析した。 

 これにより、従来の独立した定量、定性の

仕切りを取り除き、分析結果の妥当性を確認

するとともに、総合的な結果解釈に役立てる



ことができた。 

 

４．研究成果 
 

 これまでの研究成果としては、基礎研究的

には、海外、国内の学会、学会誌において発

表するとともに、応用研究としてシミュレー

ション・ツール開発に成功した。具体的には、

探索的因子分析とコンテント分析を組み合

わせた決定木を特定し、特定のクリティカル

インシデントケースにおけるグローバルリ

ーダーシップ・コンピテンシーの選択が、ク

リティカルインシデントの解決度に与える

程度を測定するシミュレーションモデルで

ある。 
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